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88888
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
長
谷
村
役
場
前
集

合
。
8
時
30
分
集
合
予
定
が

皆
さ
ん
早
め
に
集
合
さ
れ
た

の
で
、
時
間
を
繰
り
上
げ
て

鹿
嶺
高
原
に
移
動
。

88888
時時時時時
4545454545
分分分分分
　
鹿
嶺
高
原
・
雷
鳥

荘
前
駐
車
場
に
て
、
開
催
挨

拶
と
日
程
説
明
の
後
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て
、
現
場

へ
移
動
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
現
場
着
。
全
員
で

林
道
か
ら
間
伐
対
象
林
分
を

下
見
、
緩
傾
斜
地
の
カ
ラ
マ

ツ
林
分
。
プ
ロ
ッ
ト
調
査
な

し
、
本
数
間
伐
率
30
％
、
伐
倒

木
マ
ー
キ
ン
グ
、
傾
斜
下
方
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『
ア
ル
プ
ス
を
望
む
森
に
て
』

　
今
回
の
専
門
コ
ー
ス
は
、
長
谷

村
は
鹿
嶺
高
原
の
二
ヶ
所
の
村
有

林
を
お
借
り
し
て
、
村
営
雷
鳥
荘

で
の
自
炊
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
の
林
分
は
、
頂
上
よ
り
少

し
標
高
の
下
が
っ
た
「
ぼ
ん
て
ん

岩
」
方
面
の
林
道
に
面
し
た
カ
ラ

マ
ツ
林
。
傾
斜
下
方
へ
の
伐
倒
。

二
日
目
・
三
日
目
は
頂
上
の
混
交

林
。
景
観
を
回
復
し
て
ア
ル
プ
ス

を
望
め
、
誰
も
が
中
に
入
っ
て
い

け
る
森
に
。

　
実
際
の
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

様
々
な
規
定
の
中
で
、
技
術
の
向

上
を
目
指
し
ま
し
た
。
伐
倒
木

マ
ー
キ
ン
グ
と
保
残
木
マ
ー
キ

ン
グ
。
使
用
し
て
い
い
道
具
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
と
び
・
ロ
ー
プ

の
基
本
三
種+

ラ
ダ
ー
の
み
。
同

方
向
へ
伐
倒
可
能
な
木
の
選
択
と

連
続
伐
倒
。
伐
木
造
材
の
時
は
、

腰
に
何
も
付
け
な
い
で
。
役
割
分

担
に
よ
る
一
組
で
の
一
連
の
作

業
。
作
業
終
了
が
連
絡
さ
れ
た
ら

自
発
的
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
…
な
ど
な
ど
。
こ
の

よ
う
な
作
業
規
定
を
通
し
て
、
選

木
の
感
性
や
作
業
段
取
り
、
シ
ン

プ
ル
で
ス
マ
ー
ト
な
作
業
に
つ
い

て
何
か
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
三
日
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ

か
れ
い

し
て
、
鹿
嶺
な
森
を
創
造
し
て
頂

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

へ
の
伐
倒
、枝
払
い
後
造
材
な

し
の
全
幹
状
態
で
伐
倒
完
了

と
す
る
…
と
い
っ
た
施
業
要

件
の
説
明
。
班
分
け
後
、
使
用

す
る
道
具
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・

ト
ビ
・
ロ
ー
プ
の
み
、
班
内
で

伐
木
造
材
係
・
除
伐
係
に
分
か

れ
交
代
作
業
、伐
木
造
材
係
は

腰
物
を
一
切
持
た
ず
連
続
伐

倒
、
除
伐
係
は
ナ
タ
・
ノ
コ
の

み
で
の
作
業
…
と
い
っ
た
作

業
規
定
の
説
明
。

1010101010
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
各
班
毎
に
伐
倒
木

マ
ー
キ
ン
グ
の
後
、
伐
倒
開

始
。

1212121212
時時時時時
　
林
道
に
て
昼
食
。

1313131313
時時時時時
　
伐
倒
再
開
。

1515151515
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
作
業
終
了
。
雨
が
ポ

ツ
ポ
ツ
降
り
出
し
た
の
で
急

ぎ
雷
鳥
荘
前
駐
車
場
へ
。

1616161616
時時時時時
　
自
発
的
に
木
陰
で
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
終
了
・
解
散
。
入
浴

チャレンジ・ノー・チョークマーキング

フィードバックは欠かせません！！

連続伐倒…私の担当木はピンクのテープの木です

ﾁｪｰﾝｿ ・ーとび・ﾛｰﾌﾟ…さてこのかかり木はどうやって？
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ン
ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

1515151515
時時時時時
　
雷
鳥
荘
前
に
て
ア
ン
ケ
ー

ト
。
質
疑
応
答
。

1515151515
時時時時時
4545454545
分分分分分
　
閉
講
の
挨
拶
。
三
日

間
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
し

て
な
に
よ
り
ケ
ガ
な
く
作
業

し
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
致

し
ま
す
。

参
加
者
／
池
田
さ
ん
、
長
部
さ

ん
、
菊
間
さ
ん
、
北
澤
さ
ん
、

黒
岩
さ
ん
、
渕
上
さ
ん
、
宮
沢

さ
ん
、
山
下
さ
ん
、
山
本
さ

ん
、
和
辻
さ
ん

講
師
／
保
科
先
生
、
島
﨑
先
生

ス
タ
ッ
フ
／
大
野
、
川
島
、
後
藤
、

早
川
、
坂
野

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定

次
回
以
降
の
予
定
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コ
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第
七

通
年
コ
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ス
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通
年
コ
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ス
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七

通
年
コ
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通
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コ
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い
よ
い
よ
間
伐
で
す
。
調
査
・

診
断
〜
方
針
決
定
後
、
伐
倒
で

す
。
8
時
30
分
島
﨑
先
生
の
小
屋

集
合
。
ま
す
み
ヶ
丘
平
地
林
を
予

定
。
な
お
、
初
日
の
夕
方
、
希
望

者
で
恒
例
の
暑
気
払
い
を
し
ま

し
ょ
う
。
実
費
必
要
。
幹
事
さ
ん

募
集
中
。
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コ
ー
ス
夏
の
部
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中
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ス
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部
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Ｋ
Ｏ
Ａ
森
林
塾
の
エ
キ
ス
を
集

き
ょ
う
。

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後
　
管
理
人
さ
ん
に
よ
る

強
制
消
灯
に
も
負
け
ず
、
暗

闇
の
中
で
、
コ
ポ
コ
ポ
…
コ

ポ
コ
ポ
…
プ
ハ
ー
…
。

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目

66666
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
宿
泊
者
起
床
。
朝

食
。
今
朝
は
よ
く
晴
れ
て
仙

丈
・
甲
斐
駒
・
中
央
は
も
ち
ろ

ん
御
岳
や
乗
鞍
・
槍
・
穂
高
の

北
ア
ル
プ
ス
ま
で
眺
望
が
開

け
て
い
ま
し
た
。
早
起
き
し

て
展
望
台
へ
登
っ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
。

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
雷
鳥
荘
前
駐
車
場

集
合
。
日
程
説
明
。

99999
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
早
速
伐
倒
開
始
。
使

用
道
具
は
昨
日
と
同
じ
。

1212121212
時時時時時
　
現
場
に
て
昼
食
。
今
日
も

ざ
ん
ざ
亭
お
弁
当
。

1313131313
時時時時時
　
伐
倒
再
開
。

1414141414
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
作
業
終
了
。
チ
ェ
ー

組
は
「
仙
流
荘
」
へ
。
残
っ
た

方
々
で
夕
食
準
備
。
今
日
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
野
菜
炒
め
・
麻

婆
茄
子
・
豚
汁
・
漬
物
…
食
材

が
大
量
で
…
。

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後
　
消
灯
は
21
時
30
分
と

い
う
雷
鳥
荘
の
規
定
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
合
宿
だ
し
、

久
し
ぶ
り
に
集
っ
た
こ
と
だ

し
…
。

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目

66666
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
宿
泊
者
起
床
。
朝

食
。
納
豆
・
生
卵
・
の
り
・
野

沢
菜
・
み
そ
汁
の
メ
ニ
ュ
ー
。

88888
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
雷
鳥
荘
前
駐
車
場

集
合
。
日
程
説
明
と
作
業
規

定
説
明
。
今
日
の
現
場
は
雷

鳥
荘
奥
の
鹿
嶺
高
原
頂
上
尾

根
混
交
林
地
。

99999
時時時時時
　
現
場
に
て
作
業
要
件
説

明
。
誰
も
が
森
の
中
へ
入
っ

て
い
け
、
ア
ル
プ
ス
の
眺
望

が
開
け
る
よ
う
、
カ
ラ
マ
ツ

と
広
葉
樹
の
樹
形
の
良
い
木

を
中
心
に
残
す
。
全
員
で
保

残
木
マ
ー
キ
ン
グ
。

99999
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
班
毎
に
山
割
り
後
、

各
班
一
本
の
検
尺
棒
を
作
成
。

今
日
の
道
具
は
、
昨
日
の
三

種
と
ワ
ン
タ
ッ
チ
ラ
ダ
ー
。

1010101010
時時時時時
　
五
・
六
本
イ
ン
ト
ラ
が
伐

倒
し
た
木
を
、
造
材
係
・
検
尺

係
・
木
寄
せ
係
に
役
割
分
担

し
て
交
代
作
業
。

1212121212
時時時時時
1515151515
分
　
分
　
分
　
分
　
分
　
雷
鳥
荘
に
戻
り
昼

食
。「
ざ
ん
ざ
亭
」
謹
製
お
弁

当
と
み
そ
汁
。

1313131313
時時時時時
1515151515
分分分分分
　
伐
倒
再
開
。
一
人
二

本
以
上
の
連
続
伐
倒
の
伐
木

造
材
係
、
そ
の
後
ろ
を
検
尺

棒
を
二
ｍ
を
指
示
し
な
が
ら

枝
片
付
け
の
検
尺
係
と
造
材

さ
れ
た
短
材
を
木
寄
せ
す
る

係
が
続
く
。
保
科
先
生
・
島
﨑

先
生
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら

れ
ず
マ
イ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

作
業
に
参
加
。

1616161616
時時時時時
　
作
業
終
了
。
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

1616161616
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
解
散
。
今
日
は
宿
泊

者
全
員
が
仙
流
荘
の
お
風
呂

へ
。

1818181818
時時時時時
3030303030
分分分分分
　
夕
食
準
備
。
カ

レ
ー
・
鶏
肉
ソ
テ
ー
・
ミ
ニ
ト

マ
ト
と
き
ゅ
う
り
と
ら
っ

伐木造材・宮沢さん、検尺・和辻さん…あれ木寄せの山本さんは？

め
た
三
日
間
の
コ
ー
ス
で
す
。
樹

木
分
類
・
測
樹
か
ら
間
伐
ま
で
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

通
年
コ
ー
ス
第
九

通
年
コ
ー
ス
第
九

通
年
コ
ー
ス
第
九

通
年
コ
ー
ス
第
九

通
年
コ
ー
ス
第
九
・・・・・
十
回
十
回
十
回
十
回
十
回
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伐
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伐
　
出

　
　
　
伐
　
出

　
　
　
伐
　
出

　
間
伐
で
伐
倒
し
た
木
を
携
帯
型

ウ
ィ
ン
チ
を
使
っ
て
集
材
し
ま

す
。
ま
た
、
二
種
類
の
林
内
作
業

車
に
よ
る
集
材
も
体
験
し
て
も
ら

い
ま
す
。

誰もが森の中へ入っていけるように

　
一
九
九
四
年
頃
に
、
全
国
的
に

始
ま
っ
た
Ｉ
タ
ー
ン
林
業
者
の
一

人
と
な
っ
て
も
う
丸
九
年
・
こ
の

春
よ
り
十
年
目
を
迎
え
て
や
っ
と

桧
の
造
林
作
業
だ
け
は
わ
か
っ
て

き
た
か
な
あ
と
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
お
り
、
ふ
と
興
味
を
持
ち

受
け
た
あ
る
講
習
で
「
目
か
ら
鱗

の
落
ち
る
」
衝
撃
を
受
け
て
も
う

一
度
初
心
に
戻
る
べ
く
初
心
者
対

象
で
あ
る
の
を
承
知
の
う
え
で
森

林
塾
を
受
け
て
み
よ
う
と
思
っ
た

リリリリリレレレレレーーーーー通通通通通信信信信信
山師のひとりごと山師のひとりごと山師のひとりごと山師のひとりごと山師のひとりごと
　小野　隆久　小野　隆久　小野　隆久　小野　隆久　小野　隆久
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次
第
で
す
。

　
林
業
と
は
本
来
、
木
を
育
て
人

間
が
生
活
す
る
う
え
で
必
要
な
木

材
を
社
会
に
供
給
す
る
こ
と
を

「
な
り
わ
い
」
と
す
る
の
が
本
来

の
姿
で
あ
る
べ
き
な
の
で
す
が
、

今
や
旧
営
林
署
の
言
い
始
め
た

「
森
林
の
公
益
性
」
の
名
の
下
に

採
算
性
を
無
視
し
た
公
共
事
業
と

成
り
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
無
理
な
伐
採
や
拡
大
造
林

に
よ
り
山
が
荒
れ
て
水
が
出
る

と
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に

砂
防
ダ
ム
が
山
奥
ま
で
次
々
と
建

設
さ
れ
て
い
く
現
実
を
見
て
い
る

と
、
我
々
は
建
設
業
界
の
仕
事
を

作
る
た
め
に
山
を
荒
ら
す
自
然
破

壊
の
最
前
線
で
働
く
戦
士
の
よ
う

で
、
建
設
業
界
か
ら
リ
ベ
ー
ト
を

も
ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
真
剣

に
思
う
し
だ
い
で
す
。

「
造
林
と
は
？
」

「
造
林
と
は
？
」

「
造
林
と
は
？
」

「
造
林
と
は
？
」

「
造
林
と
は
？
」

　
数
年
前
ダ
ム
建
設
の
見
返
り
に

斜
度
三
十
五
度
以
上
、
海
抜
千
二

百
〜
千
六
百
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
二

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
ま
り
の
笹
山
を

造
林
す
る
た
め
の
試
験
と
し
て
、

二
年
に
わ
た
り
あ
る
身
近
な
大
学

の
教
授
の
指
導
の
下
、
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
ば
か
り
の
造
林
作
業
を

行
っ
た
の
で
す
が
、
高
さ
二
メ
ー

ト
ル
を
越
え
る
一
面
の
笹
を
幅
一

メ
ー
ト
ル
で
縦
縞
に
苅
り
、
残
す

縞
の
間
隔
を
二
メ
ー
ト
ル
又
は
四

メ
ー
ト
ル
で
縦
縞
の
地
拵
え
を
し

て
、
そ
の
後
直
径
十
五
セ
ン
チ
ぐ

ら
い
で
長
さ
七
十
セ
ン
チ
程
度
の

培
養
土
の
入
っ
た
土
嚢
を
三
十
セ

ン
チ
ほ
ど
の
鉄
の
杭
で
固
定
し
、

広
葉
樹
の
種
又
は
小
苗
を
そ
れ
に

植
樹
す
る
作
業
を
し
ま
し
た
。
一

面
の
笹
山
を
森
林
に
変
え
る
と
い

う
目
的
は
偉
大
で
す
。
し
か
し
笹

山
と
い
う
と
い
か
に
も
保
水
力
の

な
い
荒
れ
た
山
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
笹
を
刈
っ
て
み
る
と

そ
の
下
十
〜
二
十
セ
ン
チ
は
笹
の

腐
葉
土
（
私
も
初
め
て
見
ま
し

た
）
で
保
水
性
も
あ
り
ふ
か
ふ
か

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
笹
の
中

に
各
種
広
葉
樹
や
針
葉
樹
が
枯
れ

ず
に
天
然
更
新
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
を
み
て
つ
く
ず
く
実
感

し
た
の
は
、
所
詮
我
々
の
し
て
い

る
こ
と
は
自
然
の

サ
イ
ク
ル
が
二
百

〜
三
百
年
か
か
っ

て
行
う
こ
と
を
む

り
や
り
五
十
〜
八

十
年
の
人
間
の
サ

イ
ク
ル
に
あ
わ
せ

よ
う
と
し
て
い
る

だ
け
の
こ
と
で
し

か
な
く
、
さ
ら
に
山

に
多
く
の
廃
棄
物

を
放
置
し
て
い
る

な
あ
と
い
う
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ

の
取
材
で
、
そ
の
教
授
が
い
か
に

も
自
分
と
そ
の
生
徒
た
ち
が
全
て

の
作
業
を
し
た
か
の
よ
う
に
言

い
、
最
後
に
は
「
笹
山
の
緑
化
は

こ
れ
で
大
丈
夫
で
す
」
と
言
う
の

に
は
呆
れ
果
て
ま
し
た
。
そ
の
後

そ
の
現
場
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た

か
は
興
味
が
あ
れ
ば
私
に
聞
い
て

く
だ
さ
い
。

「
手
入
れ
と
は
」

「
手
入
れ
と
は
」

「
手
入
れ
と
は
」

「
手
入
れ
と
は
」

「
手
入
れ
と
は
」

　
私
が
森
林
組
合
に
入
っ
て
よ
く

年
寄
り
た
ち
に
言
わ
れ
た
の
は

「
手
入
れ
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
木
は

よ
く
な
る
」
で
す
。「
曲
が
っ
て
い

よ
う
が
頭
が
な
か
ろ
う
が
も
っ
た

い
な
い
か
ら
枝
を
う
っ
て
お
け
」

で
す

　
ど
う
せ
収
入
間
伐
を
始
め
る
前

に
植
林
木
の
六
割
は
切
り
捨
て
て

し
ま
う
の
に
無
駄
な
こ
と
を
す
る

な
あ
と
つ
く
ず
く
思
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
林
業
、
仕
事
、
職
業
、
営
利
目

的
で
行
う
以
上
費
用
対
効
果
、
コ

ス
ト
意
識
な
く
し
て
「
お
ま
ん

ま
」
は
く
え
ま
せ
ん
。

　
実
際
、
手
入
れ
を
し
て
も
木
は

良
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
度
曲

が
っ
た
木
は
決
し
て
真
っ
直
ぐ
に

は
な
ら
な
い
し
、
頭
が
な
く
な
れ

ば
枝
が
上
に
向
き
ま
す
が
け
し
て

直
材
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ウ
サ
ギ

に
剥
か
れ
た
所
も
時
間
と
と
も
に

巻
い
て
最
終
的
に
表
面
か
ら
見
え

な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
そ

の
傷
は
必
ず
後
々
様
々
な
後
遺
症

と
し
て
現
れ
ま
す
。
所
詮
我
々
に

で
き
る
の
は
良
木
を
守
る
こ
と

と
、
ほ
ん
の
少
し
の
付
加
価
値

「
無
節
材
に
す
る
」
を
つ
け
る
こ

と
ぐ
ら
い
で
す
。

「
林
業
と
は
」

「
林
業
と
は
」

「
林
業
と
は
」

「
林
業
と
は
」

「
林
業
と
は
」

　
木
を
つ
く
る
の
か
、
山
を
つ
く

る
の
か

　
重
要
な
の
は
「
高
く
売
れ
た

か
」
で
は
な
く
「
利
益
を
あ
げ
た

か
」、「
儲
か
っ
た
か
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
ほ
ん
ら
い
な
ら
ば
保
育

期
間
に
受
け
取
っ
た
補
助
金
を
差

し
引
い
て
も
利
益
が
で
る
よ
う
で

な
け
れ
ば
真
の
「
林
業
」
と
は
い

え
な
い
で
し
ょ
う
。
売
値
が
高
か

ろ
う
と
安
か
ろ
う
と
利
益
が
出
た

か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。
日
本
で

ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ
ン
を
植
え
て
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
「
適

地
適
木
」
で
す
っ
て
!!
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
元
々
ラ
ジ
ア
ー
タ

パ
イ
ン
や
サ
ー
モ
ン
が
存
在
し
て

い
た
か
ど
う
か
調
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

「
林
道
、

「
林
道
、

「
林
道
、

「
林
道
、

「
林
道
、
作
業
道
」

作
業
道
」

作
業
道
」

作
業
道
」

作
業
道
」

　「
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
二
百

メ
ー
ト
ル
の
林
道
網
を
推
進
す

る
」
と
地
元
の
土
建
屋
さ
ん
が
う

れ
し
涙
に
む
せ
ぶ
お
言
葉
で
す

が
、
新
規
開
設
の
予
算
は
出
て
も

既
存
路
線
の
整
備
に
は
殆
ど
金
が

出
な
い
の
が
現
状
で
す
。
従
っ
て

林
道
は
あ
る
が
通
れ
な
い
。
落

石
、
雨
に
よ
る
深
い
溝
、
草
雑
木

の
繁
殖
、
整
備
を
依
頼
し
て
も
作

業
に
入
る
の
は
決
ま
っ
て
こ
ち
ら

の
作
業
が
終
わ
り
か
け
た
頃
。
所

詮
林
道
開
設
も
林
業
の
た
め
で
は

な
く
地
元
建
設
業
者
へ
の
公
共
事

業
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現

状
で
す
。

「
獣
害
」

「
獣
害
」

「
獣
害
」

「
獣
害
」

「
獣
害
」

　
獣
害
と
言
う
と
「
自
然
動
物
を

殺
す
と
は
け
し
か
ら
ん
」
と
非
難

さ
れ
そ
う
で
す
が
そ
の
被
害
は
今

や
深
刻
で
す
。
今
七
十
歳
前
後
の

Ｏ
Ｂ
に
聞
く
と
昔
は
カ
モ
シ
カ
は

め
っ
た
に
見
な
か
っ
た
、
ウ
サ
ギ

や
熊
の
害
も
た
い
し
て
な
か
っ
た

と
言
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

答
え
は
簡
単
。
み
ん
な
お
金
や
食

料
と
し
て
狩
猟
の
対
象
で
と
っ
て

い
た
か
ら
で
す
。
今
は
猟
師
も
高

齢
化
し
て
役
場
に
依
頼
さ
れ
て
仕

方
な
し
に
や
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
私
の
村
で
言
え
ば
七
年
ほ

ど
前
に
村
内
を
走
る
Ｊ
Ｒ
中
央
西

線
で
熊
が
ひ
か
れ
、
昨
年
は
住
宅

の
庭
に
熊
が
進
入
し
、
射
殺
し
た

と
こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ

た
と
た
ん
全
国
か
ら
「
熊
を
殺
す

と
は
け
し
か
ら
ん
」
と
い
う
抗
議

の
電
話
が
役
場
に
殺
到
し
、
役
場

の
人
間
が
「
東
京
の
ど
真
ん
中
に

熊
を
放
し
て
や
る
」
と
憤
慨
し
た

そ
う
で
す
。

　
私
の
実
感
で
は
獣
害
の
中
で
も

熊
の
皮
剥
は
致
命
的
で
す
。
な
ぜ

な
ら
彼
ら
太
く
て
真
っ
直
ぐ
な
木

し
か
剥
か
な
い
か
ら
で
す
。
元
曲

が
り
の
あ
る
木
は
決
し
て
剥
き
ま

せ
ん
。
そ
の
対
策
の
た
め
に
ま
た

廃
棄
物
を
山
に
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

「
送
電
線
下
造
林
」

「
送
電
線
下
造
林
」

「
送
電
線
下
造
林
」

「
送
電
線
下
造
林
」

「
送
電
線
下
造
林
」

　
造
林
に
全
く
関
心
の
な
い
地
主

も
送
電
線
下
は
別
、
そ
れ
は
お
金

に
な
る
か
ら
で
す
。
従
っ
て
ど
ん

な
山
奥
で
も
電
力
会
社
に
依
頼
さ

れ
た
支
障
木
伐
採
し
た
後
の
送
電

線
下
だ
け
に
は
桧
が
植
林
さ
れ
ま

す
。

　「
お
ま
え
が
地
主
だ
っ
た
ら
同

じ
事
を
す
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ

れ
ば
答
え
に
困
り
ま
す
が
、
日
本

の
電
気
料
金
が
欧
米
に
比
べ
て
高

額
な
の
に
は
わ
か
る
気
が
し
ま

す
。

「
造
林
作
業
の
周
年
作
業
の
困
難

「
造
林
作
業
の
周
年
作
業
の
困
難

「
造
林
作
業
の
周
年
作
業
の
困
難

「
造
林
作
業
の
周
年
作
業
の
困
難

「
造
林
作
業
の
周
年
作
業
の
困
難

化
」
化
」
化
」
化
」
化
」

　
と
う
と
う
、
や
っ
と
拡
大
造
林

に
御
上
も
終
止
符
を
打
と
う
と
し

始
め
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
あ

ら
た
な
問
題
が
発
生
し
て
き
ま

す
。
拡
大
造
林
が
な
い
、
伐
採
の

減
少
に
よ
り
伐
後
の
造
林
も
な
い

と
言
う
現
状
か
ら
春
先
の
地
拵

え
、
植
林
が
な
い
。
初
夏
の
下
刈

り
が
な
い
。
秋
の
薬
つ
け
も
な

い
。
冬
期
の
枝
打
ち
も
な
い
。
あ

る
の
は
除
伐
と
間
伐
の
み
と
言
う

状
況
に
追
い
つ
め
ら
れ
て
来
て
い

ま
す
。

　
造
林
作
業
だ
け
で
食
べ
て
い
る

森
林
組
合
は
先
が
な
い
な
あ
!!

「
林
業
を
生
業

「
林
業
を
生
業

「
林
業
を
生
業

「
林
業
を
生
業

「
林
業
を
生
業
（
な
り
わ
い
）

（
な
り
わ
い
）

（
な
り
わ
い
）

（
な
り
わ
い
）

（
な
り
わ
い
）
ととととと

す
る
に
は
」

す
る
に
は
」

す
る
に
は
」

す
る
に
は
」

す
る
に
は
」

　
長
年
の
拡
大
造
林
の
ツ
ケ
と
し

て
現
在
間
伐
作
業
が
主
な
作
業
と

な
っ
て
い
ま
す
「
数
年
前
ま
で
の

松
食
い
虫
対
策
事
業
は
な
ん
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？
話
が
長
く
な
る

の
で
や
め
ま
す
」
数
式
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
と
し
て
計
算
の
結
果
○
○

％
切
り
な
さ
い
と
答
え
が
で
て
も

早
い
話
が
公
共
事
業
で
す
。

　
北
海
道
か
、
九
州
か
、
富
士
山
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梅
雨
空
の
雲
の
隙
間
か
ら
緑
に

輝
く
山
塊
が
の
ぞ
く
。
こ
こ
伊
那

谷
は
南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア
ル
プ

ス
の
谷
間
な
の
だ
。
山
小
屋
か
ら

街
中
に
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、
そ
の

眼
前
に
は
南
ア
ル
プ
ス
の
パ
ノ
ラ

マ
的
景
色
が
広
が
る
。
ま
す
み
ヶ

丘
か
ら
遠
望
で
き
る
山
々
は
左
か

ら
鋸
岳
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
、
仙
丈
ヶ

岳
、
間
ノ
岳
、
農
鳥
岳
、
塩
見
岳

…
。
ど
れ
も
三
千
ｍ
級
の
山
々

で
、
日
本
百
名
山
に
も
そ
の
名
を

連
ね
て
い
る
ツ
ワ
モ
ノ
ば
か
り

だ
。

　「
一
度
は
登
っ
て
み
た
い
。」
と

そ
ん
な
欲
求
を
抱
え
な
が
ら
も
、

な
か
な
か
足
が
向
か
な
い
。「
何

も
休
み
の
日
に
ま
で
斜
面
を
登
ら

な
く
っ
た
っ
て
…
」
と
い
う
の
が

そ
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
た
ぶ
ん
、
よ
っ
ぽ
ど
勢

い
を
つ
け
て
口
実
を
作
っ
て
機
会

を
設
け
な
け
れ
ば
、
眺
め
て
い
る

だ
け
の
南
ア
ル
プ
ス
で
終
っ
て
し

ま
う
に
違
い
な
い
。

　
梅
雨
が
明
け
れ
ば
、
ま
ぎ
れ
も

な
く
登
山
シ
ー
ズ
ン
。
せ
っ
か
く

伊
那
ま
で
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、

一
つ
く
ら
い
は
登
っ
て
天
井
の
空

気
を
吸
っ
て
み
な
き
ゃ
ね
。

山
並
み
が

　
業
績
グ
ラ
フ
に
　
見
え
た
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘘
子

　
皆
さ
ん
は
自
然
学
校
と
い
う
こ

と
ば
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　
自
然
学
校
と
は
簡
単
に
言
う
と

「
自
然
の
中
で
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
然
の
大
切
さ
を
伝

え
て
い
く
と
こ
ろ
」
で
す
。
学
校

と
い
う
名
前
が
つ
く
け
れ
ど
も
決

し
て
コ
ム
ズ
カ
シ
イ
こ
と
を
や
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば

カ
ヌ
ー
や
農
村
の
生
活
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
を
実
際
に
体
験
し
「
遊
び

な
が
ら
学
ん
で
い
く
」
の
が
自
然

学
校
の
特
徴
で
す
。
こ
の
自
然
学

校
が
、
日
本
で
も
こ
こ
数
年
で
急

速
に
増
え
て
き
て
い
る
ん
で
す
。

数
年
前
は
日
本
中
で
百
校
に
満
た

な
か
っ
た
の
が
、
今
で
は
千
校
以

上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
く
い
う
僕
も
「
ホ
ー
ル
ア
ー

ス
自
然
学
校
」
と
い
う
と
こ
ろ
で

働
い
て
い
ま
す
。
僕
ら
は
富
士
山

の
麓
に
事
務
所
を
構
え
、
富
士
山

周
辺
を
本
拠
地
と
し
て
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
い
ろ
ん
な
ウ
ワ
サ
の
あ

る
青
木
ヶ
原
樹
海
と
溶
岩
洞
窟
の

探
検
ツ
ア
ー
、
富
士
山
の
自
然
ガ

イ
ド
、
カ
ヌ
ー
、
気
球
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
な
ど
。
ま
た
沖
縄
の

名
護
市
に
は
沖
縄
校
が
あ
る
の
で

た
ま
に
沖
縄
に
も
出
張
し
、
カ

ヌ
ー
で
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
、
鍾
乳
洞
探
険
、
海
の
生

物
観
察
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
然
学
校
の
仕
事

は
そ
う
い
っ
た
ガ
イ
ド
や
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
仕
事
だ
け
で
は
な

い
の
で
す
。
時
に
僕
ら
は
百
姓
に

も
な
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
で
稲
を
育

て
、
そ
れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

参
加
者
と
一
緒
に
な
っ
て
働
き
ま

す
。
こ
の
間
は
開
成
中
学

校
の
生
徒
た
ち
と
一
緒
に

代
掻
き
を
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
学
生
リ
ー
ダ
ー

と
一
緒
に
田
植
え
を
し
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
田
ん
ぼ

に
入
っ
た
こ
と
の
な
い
学

生
た
ち
は
、
泥
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
最
高
の
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
牧
童
に
も
な
り
ま

す
。
僕
ら
は
千
坪
の
敷
地

内
に
ロ
バ
と
ポ
ニ
ー
と
ヤ
ギ
七
頭

と
ウ
サ
ギ
四
羽
に
犬
二
頭
、
そ
れ

に
ニ
ワ
ト
リ
を
三
十
羽
ほ
ど
飼
っ

て
い
ま
す
。
時
々
僕
ら
は
彼
ら
を

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
出
張
し
ま
す
。「
移
動

牧
場
」
で
す
。
動
物
た
ち
は
移
動

で
つ
か
れ
た
体
に
鞭
打
っ
て
、
子

ど
も
や
大
人
た
ち
に
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
あ
る
と
き
に
は
、
杣
人
に

も
開
拓
者
に
も
な
り
ま
す
。
放
置

さ
れ
た
森
に
入
り
間
伐
を
し
、
打

ち
捨
て
ら
れ
た
間
伐
材
を
も
ら
っ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
材

を
使
っ
て
工
作
や
キ
ャ
ン
プ
場
の

整
備
を
す
る
の
で
す
。
僕
ら
の
敷

地
の
す
ぐ
下
に
、
か
つ
て
段
段
畑

だ
っ
た
場
所
が
あ
り
ま
す
。
も
う

何
十
年
も
人
の
手
が
入
っ
て
お
ら

ず
一
面
篠
竹
に
お
お
わ
れ
荒
れ
果

て
た
と
こ
ろ
で
す
。
放
置
さ
れ
た

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
林
分
も
あ
り
広

さ
は
全
部
で
一
町
歩
ほ
ど
。
僕
ら

は
去
年
の
春
か
ら
そ
こ
を
借
り
上

げ
開
拓
し
て
い
ま
す
。
篠
を
刈
り

払
い
、
階
段
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を

作
り
、
東
屋
を
建
て
、
水
を
引
き

ま
し
た
。
そ
う
し
て
少
し
づ
つ
夢

の
キ
ャ
ン
プ
場
が
形
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
開
拓
作
業
は
ハ
ー
ド
だ

け
れ
ど
、
仲
間
と
と
も
に
汗
を
流

し
何
も
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
少
し

づ
つ
形
が
で
き
て
い
く
の
は
何
に

も
代
え
が
た
い
喜
び
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
開
拓
や
森
林
作
業

も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
参
加
者

と
一
緒
に
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
森
の
手
入
れ

や
、
様
々
な
道
具
の
使
い
方
、
昔

の
人
た
ち
の
知
恵
な
ど
を
伝
え
て

い
く
の
が
僕
ら
の
役
割
で
す
。
つ

ま
り
自
然
学
校
と
は
、
た
だ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
く
だ
け
の

場
所
で
は
な
く
、
そ
れ
を
通
じ
て

自
分
た
ち
の
「
生
き
方
、
暮
ら
し

方
」
を
考
え
て
も
ら
う
「
き
っ
か

け
」
を
提
供
す
る
場
所
な
の
で

す
。

　
そ
ん
な
場
所
で
働
い
て
い
る
と

自
分
の
実
力
が
試
さ
れ
ま
す
。
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
毎
日
が
新

鮮
な
刺
激
と
勉
強
の
連
続
で
す
。

僕
は
学
生
時
代
林
学
を
学
び
、
森

林
塾
の
Ａ
コ
ー
ス
で
も
学
び
ま
し

た
が
、
人
に
伝
え
る
機
会
が
増
え

る
ほ
ど
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
が

増
え
て
い
き
ま
す
。

　
だ
か
ら
僕
は
今
年
専
門
コ
ー
ス

に
参
加
し
ま
し
た
。
森
に
つ
い
て

の
し
っ
か
り
し
た
技
術
を
学
び
、

多
く
の
人
に
そ
れ
を
伝
え
た
い
。

そ
れ
が
僕
の
目
標
で
す
。
そ
の
た

め
に
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

吸
収
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
い
ろ

ん
な
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
、

み
な
さ
ん
。

自然学校を知っていますか？自然学校を知っていますか？自然学校を知っていますか？自然学校を知っていますか？自然学校を知っていますか？
　　菊間　彰　　菊間　彰　　菊間　彰　　菊間　彰　　菊間　彰

リレー通信

麓
（
新
し
い
桧
の
産
地
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
）
な
ど
の
な
だ
ら

か
な
土
地
で
な
い
限
り
、
三
十
度

を
超
す
傾
斜
の
あ
る
僅
か
数
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
山
か
ら
何
日
も
か
け
て

線
を
張
り
集
材
し
た
と
こ
ろ
で
何

に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
技
術
の
伝

承
の
た
め
？
「
石
炭
産
業
だ
ね
ま

る
で
!!
」
も
ち
ろ
ん
林
齢
百
年
を

超
す
山
な
ら
少
し
は
話
は
違
う
が

そ
う
で
な
け
れ
ば
貧
乏
人
は
山
を

持
つ
な
!!
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
定
年

後
年
金
生
活
を
し
な
が
ら
山
仕
事

を
す
る
か
、
農
業
、
キ
ャ
ン
プ
場

経
営
、
釣
り
堀
、
林
内
で
の
椎
茸

栽
培
、
沢
を
利
用
し
た
ワ
サ
ビ
栽

培
、
タ
ラ
の
芽
等
山
野
草
栽
培
、

（
実
際
に
や
っ
て
い
る
人
が
居
ま

す
）、
民
宿
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営

等
々
何
か
で
生
活
基
盤
を
確
保
し

余
暇
時
間
を
林
業
に
当
て
る
の
が

少
な
く
と
も
個
人
林
家
の
生
き
る

道
と
私
は
考
え
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
農
業
と
同
じ
で
法
人
の
経
営

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
日
本

の
農
林
業
に
未
来
は
な
い
で
し
ょ

う
。「
補
助
金
を
せ
し
め
る
こ
と

し
か
頭
の
な
い
零
細
農
林
業
家
か

ら
は
土
地
を
没
収
す
べ
き
で
す
。」

森
林
管
理
所
（
旧
営
林
署
）
は
論

外
と
し
て
森
林
組
合
の
人
間
に
も

こ
の
期
に
お
よ
ん
で
も
殆
ど
危
機

感
を
持
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
森
連

，
公
社
、
公
団
の
言
う
こ
と
さ
え

聞
い
て
い
さ
え
す
れ
ば
大
丈
夫
、

大
丈
夫
所
詮
公
共
事
業
だ
か
ら
。


